
平成21年3月期第2四半期連結累計期間連結業績予想数値の修正（平成20年4月1日～平成20年9月30日） 

平成21年3月期通期連結業績予想数値の修正（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 

平成21年3月期第2四半期累計期間個別業績予想数値の修正（平成20年4月1日～平成20年9月30日) 

平成21年3月期通期個別業績予想数値の修正（平成20年4月1日～平成21年3月31日） 

修正の理由 
[連結] 

当第2四半期連結累計期間における売上高は、消費者の景気先行き不透明感からくる外食消費控えから、食品事業の既存店の売上減
少が響き、予想に対し売上高371百万円が減少する見込みであります。また、本年度から銀嶺食品工業株式会社と提携し、同社が製造・
販売する穀物を原料とする健康パン（「地ぱん」という）の販売をしてきましたが、商品価格が高く一般に受け入れられていない、販売する
商品構成が消費者ニーズに合致していない、商品の特徴を充分に消費者に伝えきれていない等々の課題が判明いたしました。原価管理
等の協力体制強化のため、当社は同社を本年8月に関連会社としました。これにより、前述の課題は改善が見込まれるものの、商品価格
の低減、商品プロダクトミックスの再構築、店頭および店内での商品特徴の掲示等の対応に時間がかかり、当初計画した直営の地ぱん販
売店の複数店の出店を見込んでおりましたところ遅延し、開店は1店に留まり、売上高5百万円を見込んでおります。不動産事業では、賃
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業績予想の修正に関するお知らせ 

最近の業績動向を踏まえ、平成20年8月12日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。

 

記 

（金額の単位：百万円）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 2,168 101 92 1,381 96.50

今回発表予想(B) 1,737 △204 △187 1,221 85.73

増減額(B-A) △431 △305 △279 △160 ―――

増減率(%) △19.9 ― ― △11.6 ―――

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成20年3月期第2四半期）

1,281 15 5 △3 △0.35

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 4,576 163 143 1,461 102.09

今回発表予想(B) 4,404 23 77 1,533 109.28

増減額(B-A) △172 △140 △66 72 ―――

増減率(%) △3.7 △85.9 △46.1 4.9 ―――

（ご参考）前期実績 
（平成20年3月期）

2,606 △55 △26 △139 △11.29

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 1,475 48 49 219 17.77

今回発表予想(B) 1,183 △146 △123 1,297 92.46

増減額(B-A) △292 △194 △172 1,078 ―――

増減率(%) △19.8 ― ― 492.2 ―――

（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成20年3月期第2四半期）

1,153 14 2 △6 △0.59

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり当期純利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 2,950 118 99 239 19.39

今回発表予想(B) 2,659 8 59 1,394 99.37

増減額(B-A) △291 △110 △40 1,155 ―――

増減率(%) △9.9 △93.2 △40.4 483.3 ―――

（ご参考）前期実績 
（平成20年3月期）

2,360 △54 △28 △208 △16.92



貸物件での空室が発生したことで売上高19百万円の減少、コンサルティング事業で売上高13百万円の減少を見込んでおります。
営業利益および経常利益は、売上の減少により固定コスト比が増加し利益を減少させたことに加え、食品事業の出店に備えた要員の確
保と事前教育、地ぱん事業部門の創設、また銀嶺食品工業の関連会社化などの体制整備を共に進めたことで販売管理費が増加し利益
が減少する見込みでおります。 
平成21年3月期通期連結業績予想については、第2四半期から消費者の景気先行き不透明感からくる外食消費控えは続くと見込まれるも
のの、東京駅再開発により閉店しておりましたどさん子茶や東京店の10月開店を始め、直営ラーメン店の新規出店1店、並びに当社の基
幹事業でありますラーメンのフランチャイズ店の出店を進め、また、地ぱん直営店数店の出店を進めることで、食品事業で売上高2,992百
万円を見込んでおります。不動産事業では、売上高240百万円を見込んでおります。コンサルティング事業では、売上高1,373百万円を見
込んでおります。これにより、売上高4,404百万円、営業利益23百万円、77百万円、当期純利益1,533百万円を見込んでおります。 
[個別] 
 修正の理由は、連結と同様となります。当期純利益の修正は、平成20年5月26日公表の「不動産事業部門の一部資産譲渡並びに譲渡
に伴う特別利益発生に関するお知らせ」によるものです。 
 
※上記の予想は、発表日現在において入手可能な情報および合理的であると判断する一定の前提に基づき作成されたものであり、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

  
以 上


